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戸
殉
難
者
恩
光
碑
保
存
会
を
設
立
し
て
あ 

慰
霊
法
要
の
日
を
迎
え
て 

会
長 
大
森
信
英 

  

本
・
恩
光
碑
保
存
会
役
員
の
野
沢
汎
氏

は
其
の
著
書
「
後
裔
が
見
た
、
水
戸
藩
騒

動
の
事
実
」
の
あ
と
が
き
の
中
で
、「
私
の

父
は
か
ね
て
自
分
の
祖
先
の
歴
史
と
、
そ

の
経
緯
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
重
ね
て

い
た
。
我
が
先
祖
は
下
級
武
士
な
が
ら
正

統
な
水
戸
藩
士
な
の
に
、
解
明
で
き
な
い

の
は
何
故
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
わ
が
家
が

諸
生
派
家
族
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
か

ら
だ
。
明
治
維
新
か
ら
天
狗
党
は
我
が
世

の
春
を
謳
歌
し
た
が
、
反
対
に
諸
生
派
は

「
除
族
集
録
」
さ
れ
、
子
孫
は
明
治
22
年

憲
法
発
布
の
大
赦
令
が
出
る
ま
で
、
世
の

中
に
遠
慮
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
た
。
諸

生
派
の
記
録
・
資
料
は
焼
却
さ
れ
た
か
死

蔵
さ
れ
、
容
易
に
知
り
得
な
か
っ
た
。」 

と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
人
、
野
沢

氏
の
み
で
な
く
、
本
日
ご
参
加
さ
れ
た
す

べ
て
の
方
々
の
思
い
で
あ
ろ
う
と
推
測
す

る
の
で
あ
る
。 

 

毎
年
、
水
戸
市
で
は
黄
門
祭
り
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
出
し
物
の
中
に
、 

      

れ
て
い
る
が
、
そ
の
出
し
物
の
中
に
、 

「
追
い
鳥
狩
り
」
の
行
列
が
あ
る
。
そ
の

行
列
の
従
者
の
旗
指
し
物
を
見
る
と
、 

総
て
が
天
狗
派
の
人
々
の
指
し
物
で
、 

諸
生
派
の
指
し
物
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
「
追
い
鳥
狩
り
」
の
行
わ
れ
た
時
代

に
は
、
ま
だ
、
天
狗
・
諸
生
と
云
う
よ
う

な
派
閥
は
無
か
っ
た
時
代
で
あ
る
の
で
、

こ
の
行
列
を
企
画
し
た
関
係
者
は
そ
の
よ

う
な
事
実
を
知
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、 

疑
い
た
く
な
る
の
で
あ
る
。
い
く
ら
お
祭

り
だ
か
ら
と
云
っ
て
も
、
水
戸
市
民
だ
け

で
な
く
、
他
の
地
方
の
方
々
も
見
に
く
る

の
で
あ
る
か
ら
、
も
う
少
し
史
実
に
忠
実

で
あ
っ
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
と
思
う
。 

 

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
今
時
大
戦
を

経
て
、
諸
生
派
の
子
孫
は
や
っ
と
平
穏
な

日
々
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、

祖
先
の
霊
魂
を
祭
れ
る
日
を
迎
え
る
事
が

出
来
た
の
で
あ
る
。 

 

「
追
鳥
狩
」
と
は
水
戸
藩
で
は
狩
猟
の
か

た
ち
を
と
っ
た
軍
事
訓
練
・
演
習
の
意
味

を
兼
ね
て
い
ま
し
た
。 

 

 

水
戸
城
二
の
丸 

三
階
櫓 

古
写
真 

昭
和
20
年
8
月
２
日 

空
襲
に
て
消
失 

 

 

  

平
成
19
年 

夏
・
撮
影 

水
戸
城 

大
手
橋 

 

 

 

平
成
19
年 

夏
・
撮
影 

弘
道
館 

正
門 

 

 

 

弘
道
館 

正
庁 

 

 

知 

恩 

第
二
号 
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水
戸
藩
国
事
殉
難
者
慰
霊
法
要
・ 

挙
行
に
つ
い
て 

 

恩
光
碑
保
存
会 

 

二
○
○
七
年
（
平
成
19
年
）
9
月
22
日
、

秋
の
彼
岸
と
は
言
え
、
暑
い
日
が
続
い
て

い
ま
し
た
。 

 

本
日
、
水
戸
殉
難
者
恩
光
碑
保
存
会
を

設
立
後
、
第
一
回
の
「
水
戸
藩
国
事
殉
難

者
慰
霊
法
要
」
を
、
水
戸
黄
門
様
「
徳
川

光
圀
公
」
ゆ
か
り
の
祇
園
寺
に
お
い
て
、

境
内
に
建
立
さ
れ
た
「
恩
光
無
辺
碑
」
の

碑
前
に
、ご
来
賓
の
方
々
ご
参
列
の
も
と
、

子
孫
関
係
者
一
同
参
列
し
厳
粛
に
慰
霊
法

要
の
式
典
を
執
り
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
、
ご
来
賓
と
し
て
、
次
の
方
々

の
ご
参
列
を
頂
き
ま
し
た
。 

衆
議
院
議
員 

赤
城
徳
彦
様 

 

参
議
院
議
員 

岡
田 

広
様 

 

茨
城
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社 

 
 
 
 

社
長 

市
村
眞
一
様 

 

 

幕
末
維
新
水
戸
有
志
を
偲
ぶ
会 

 
 
 

事
務
局
長 

川
上 

清
様 

 

日
立
歴
史
研
究
会 

 

 
 
 
 

会
長 

小
浜
一
雄
様 

 
 

理
事 

池
田
貞
雄
様 

お
忙
し
い
所
を
ご
参
列
頂
き
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

尚
、
水
戸
市
長 

加
藤
浩
一
様
よ
り
、 

又
、
岡
田
広
様
よ
り
、
丁
重
な
る
電
文
の 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
披
露

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

法
要
は
次
の
と
お
り
執
り
行
い
ま
し
た
。 

総
合
司
会 

朝
比
奈
泰
仁･

実
行
委
員 

法
要
式
典
の
部 

開
式 

正
午 

 

１ 

読
経 

 
 
 
 

小
原
宜
弘
住
職 

２ 

追
悼
文
朗
読 

 

大
森
信
英
会
長 

３ 

会
長
焼
香 

４ 

来
賓
焼
香 

５ 

会
員
焼
香 

６ 

電
文
披
露 

７ 

読
経 

閉
式 

式
典
終
了
後 

記
念
写
真
撮
影
「
本
堂
前
に
於
い
て
」 

次
に
寺
院
客
殿
・
大
広
間
に
於
い
て 

 

設
斎
「
会
食
と
懇
親
」
の
部 

１ 

開
会
の
こ
と
ば 

蔭
山
副
会
長 

２ 

会
長
挨
拶 

３ 

住
職
挨
拶 

４ 

来
賓
紹
介 

５ 

来
賓
代
表
挨
拶 

岡
田
広
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
上
清
様 

６ 

会
食 

７ 

市
村
眞
一
様
紹
介
朝
比
奈
副
会
長 

８ 

市
村
眞
一
様
講
話 

 
 

「
市
川
勢
の
軌
跡
」
に
つ
い
て
及
び 

 
 
 

各
地
訪
問
取
材
エ
ピ
ソ
ー
ド
等 

９ 

懇
親
・
交
流
の
ひ
と
時 

 
 

自
由
ス
ピ
ー
チ 

10 

閉
会
の
こ
と
ば 

朝
比
奈
副
会
長 

 

 
 

午
後
２
時 

終
了 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
念
願
の
諸
生
派
国
事

殉
難
者
の
慰
霊
法
要
を
執
り
行
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。 

改
め
て
殉
難
諸
士
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。 

又
、
会
員
各
位
の
ご
協
力
、
法
要
実
行

委
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
、
祇
園
寺
の
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
り
、
水
戸
殉
難
者
恩
光
碑

保
存
会
設
立
後
、
第
１
回
の
法
要
を
終
了

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 平
成
19
年
9
月
22
日
祇
園
寺
に
て 

法
要
参
列
記
念 

 

 

  

法
要
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん 

 

 

  

恩
光
無
辺
碑
前 

法
要
式
典 
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平
成
19
年
９
月
22
日
・
祗
園
寺
の 

法
要
式
典
に
お
い
て
朗
読
し
ま
し
た 

追
悼
文 

 
 

本
日
、
こ
こ
に
、
水
戸
藩
国
難
事
件
殉

難
者
慰
霊
法
要
を
挙
行
す
る
に
当
た
り
、

第
二
代
水
戸
藩
主
・
徳
川
光
圀
公
開
基
の

祇
園
寺
境
内
に
建
立
さ
れ
た
「
恩
光
無
辺

碑
」
の
前
に
、
ご
来
賓
の
皆
様
ご
列
席
の

も
と
、
子
孫
関
係
者
一
同
、
碑
前
に
会
し

て
、
殉
難
者
の
御
霊
に
謹
ん
で
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

ま
ず
「
恩
光
無
辺
碑
」
の
碑
文
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

「
明
治
戊
辰 

徳
川
宗
家
の
衰
廃
を
悲

し
み 

慷
慨 

難
に
赴
く
者 

水
戸
藩
士

数
百
人
を
下
ら
ず 

皇
恩
洪
大 

宗
家
の

後
に
録
す 

遺
霊
ま
た
以
て
瞑
す
べ
し 

茲
に
其
の
姓
名
を
挙
げ 

碑
背
に
録
す

也
」 

篆
額
は
、
室
田
義
文
翁
の
書
で
あ
り
、 

碑
文
は
朝
比
奈
知
泉
の
撰
で
あ
り
ま
す
。 

 

幕
末
維
新
の
激
動
期
に
、
国
の
行
く
末

を
憂
い
、
国
事
に
奔
走
し
な
が
ら
、
一
途

に
尊
皇
敬
幕
に
走
り
、不
慮
の
死
を
遂
げ
、 

屍
を
各
地
の
山
野
に
さ
ら
し
、
多
く
の
有

為
の
人
材
が
散
華
さ
れ
た
事
は
、
誠
に
残

念
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。党
派
を
別
に
し
、

其
の
主
義
は
異
な
る
も
、
君
に
対
す
る
忠

誠
心
に
於
い
て
は
少
し
も
異
な
る
所
は
無

い
と
、
室
田
義
文
翁
の
お
言
葉
の
通
り
、

私
達
も
信
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
    

元
冶
元
年
、
筑
波
山
事
件
以
来
、
百
四

十
三
年
、「
恩
光
無
辺
碑
」
建
立
以
来
七
十

余
年
、
本
日
、
こ
こ
に
、
往
事
を
偲
び
、

改
め
て
、
各
地
に
散
華
し
た
人
々
に
思
い

を
致
し
、
こ
の
先
祖
代
々
の
地
・
水
戸
に

於
い
て
、
子
孫
一
同
、
碑
前
に
会
し
て
、

鎮
魂
慰
霊
の
誠
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。 

 

な
お
、
幕
末
騒
乱
に
際
し
、
不
幸
に
し

て
散
華
し
た
人
々
の
偉
業
に
光
を
あ
て
、

顕
彰
し
、
こ
の
歴
史
の
真
実
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
末
長
く
後
世
に
伝
え
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。」 

 

次
の
辞
世
の
歌
は
、
こ
の
不
幸
な
出
来

事
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
特
に
、
申
し
上
げ
た
い
と

存
じ
ま
す 

 

君
ゆ
へ
に 

す
つ
る
命
は 

お
し
ま
ね
ど 

忠
が
不
忠
に
な
る
ぞ 

か
な
し
き 

 

事
、
志
と
異
な
る
と
雖
も
、
御
霊
の
安

ら
か
な
ら
ん
事
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

平
成
十
九
年
九
月
二
十
二
日 

 
 
 
 
 
 
 

参
列
者
を
代
表
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
森
信
英 

 

平
成
19
年
9
月
22
日 

祇
園
寺 

第
１
部 

碑
前
・
法
要
式
典 

大
森
信
英
会
長 

追
悼
文
朗
読 

 

  

恩
光
無
辺
碑 

 

 

 

第
2
部 

設
斎
・
懇
親
会 

来
賓
ご
挨
拶 

岡
田
広
様 

 

  

祇
園
寺 
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八
日
市
場 

諸
生
派
壊
滅
の
地 

弔
魂
碑 

碑
文
（
原
文
漢
文
） 

朝
比
奈
知
泉
先
生 

撰
文 

 

 

水
戸
藩
志
士
弔
魂
碑 

 

松
山
中
台
村 
徳
川
氏
の
時
幕
府
直
轄

に
属
す
。
旗
下
の
士
中
野
定
之
助
之
を
宰

す
。
明
治
維
新 

府
藩
県
制
を
設
け
、
幕

領
に
府
県
を
置
く
。
両
村
合
わ
せ
て
宮
谷

県
と
為
る
。柴
山
文
平
県
令
に
任
じ
ら
れ
、

里
正
の
称
は
、
名
主
を
組
長
に
改
む
。
大

木
三
右
衛
門
中
台
組
長
に
任
じ
、
下
山
九

兵
衛
松
山
組
長
に
任
ぜ
ら
る
。佐
助
翁
は
、 

即
ち
三
右
衛
門
の
嗣
子
な
り
。
こ
の
時
、

奥
羽
未
だ
平
定
せ
ず
。
水
戸
藩
党
争
余
焔

な
お
熾
な
り
。 

 

朝
比
奈
泰
尚
そ
の
嗣
子
泰
彙 

筧
政
布 

そ
の
嗣
子
政
常 

及
び
市
川
弘
美
等
諸
生

党
を
率
い
、
明
治
元
年
三
月 

水
戸
を
発

し
、
佐
幕
諸
藩
と
と
も
に
越
後
、
会
津
を

転
戦
、
九
月
水
戸
へ
帰
り
、
貞
芳
大
夫
人

に
頼
み
、
情
を
訴
え
ん
と
欲
す
る
も
果
た

さ
ず
。
城
門
外
弘
道
館
に
拠
り
、
健
闘
乱

撃
遂
に
敗
退
す
。
時
に
十
月
一
日
な
り
。 

泰
尚
残
卒
を
率
い
、
銚
子
よ
り
八
日
市
場

に
出
、
六
日
朝
中
台
に
向
か
う
。
天
狗
党 

多
古
街
道
を
進
み
、
松
山
台
に
至
る
。
両

軍
接
戦 

互
い
に
砲
火
を
交
え 

巳
（
四

つ
時
、
午
前
十
時
）
よ
り
午
（
九
つ
時
、

正
午
）
に
至
る
。
一
は
衆
を
恃
み
、
専
ら

火
器
に
頼
る
。
一
は
死
を
決
し
、
弾
渇
、 

大
呼
短
兵
を
追
闘
す
る
も
応
ぜ
ず
。
飛
丸 

雨 弔
魂
碑 

碑
文
（
原
文
漢
文
） 

朝
比
奈
知
泉
先
生 

撰
文 

 

至
る
。
一
は
衆
を
恃
み
、
専
ら
火
器
に
頼

る
。
一
は
死
を
決
し
、
弾
渇
、 

雨
の
如
く
諸
生
党
軍
遂
に
全
滅
す 

戦
没
者
二
十
五
人
氏
名
を
左
に
録
す
。 

者
四
人
） 

の
如
く
諸
生
党
軍
遂
に
全
滅
す
。 

 

遺
屍
二
十
五
、
其
の
一
首
級
無
し
。
戦

い
熄
ん
で
後
，
柴
山
県
令
両
村
吏
民
に
命

じ
、用
水
渠
を
傾
涸
し
遍
く
捜
索
す
る
も
、

遂
に
獲
る
こ
と
を
得
ず
。
大
木
、
下
山
両

組
長
及
び
中
台
村
長
山
崎
八
郎
兵
衛 

、 
中
台
仁
右
衛
門
、
松
山
村
長
古
関
佐
兵
衛
、 

 

関
忠
兵
衛
等
相
い
謀
り
、
戦
没
二
十
五
人

遺
骸
を
改
め
、
之
を
葬
り
、
碑
を
建
て
て

祀
る
。
歳
時
香
火
絶
え
ず
、
以
後
、
今
日

に
至
る
。 

 

大
正
十
四
年
四
月
、
予
、
家
兄
及
び
弟 

金
三
郎
と
、
始
め
て
戦
跡
に
至
る
。
大
木

佐
助
翁 

予
等
兄
弟
を
導
き
、
邸
園
を
指 

点
し,

詳
ら
か
に
当
年
の
状
景
を
説
く
、
其

の
説
明
に
よ
っ
て
宗
家
父
子
の
為
を
知
る
。 

そ
の
首
無
き
者
は
蓋
し
筧
政
布
、
以
っ
て

そ
の
死
分
明
な
る
も
、
其
の
首
級
水
戸
に

至
る
を
伝
え
ず
。
こ
の
ご
ろ
。
両
村
有
志

相
い
謀
り
弔
碑
を
建
て
ん
と
し
、
予
に
之

を
記
す
る
を
求
む
。
予
、
不
敏
に
し
て
何

を
以
っ
て
之
に
当
た
る
、
顧
み
る
に
、
予

ま
た
朝
氏
の
一
塊
肉
な
り
。 

生
父
、
伯
父
、
叔
父
と
従
兄
皆
国
難
に
斃

る
。
今
、
翁
に
頼
り
て
、
一
門
奮
闘
、 

宗
家
陣
没
の
跡
を
審
ら
か
に
し
た
り
。
翁 

古
希
を
跋
ゆ
る
も
、
矍
鑠
強
記
い
づ
く
ん

ぞ
よ
く
此
に
至
る
。
予
、
不
安
を
以
っ
て

敢
え
て
辞
す
る
を
得
ざ
る
な
り
。 

 
 （

註
）
貞
芳
大
夫
人
は
徳
川
斉
昭
公
夫
人 

 
 
 

朝
氏
は
朝
比
奈
氏 

戦
没
者
二
十
五
人
氏
名
を
左
に
録
す
。 

 

家
老 

 

朝
比
奈
弥
太
郎
泰
尚 

 

小
姓
頭 

朝
比
奈
靭
負
泰
彙 

 

家
老 

 

筧
助
太
夫
政
布 

 

同
心
頭 

佐
藤
主
税 

 
 
 
 
 

佐
藤
貞
之
助 

 

町
奉
行 

富
田
理
助 

 
 
 
 
 

生
井
松
次
郎 

 

中
間
頭 

橋
本
小
三
郎 

 

譜
代
同
心 

丹
下
斉
蔵 

 

徒
士 

 

大
久
保
貞
蔵 

 
 
 
 
 

大
高
孫
兵
衛 

 
 
 
 
 

山
田
惣
次
郎 

 

徒
目
付 

友
部
徳
之
介 

 

 

徒
士
頭 

綿
引
隆
三
郎 

 
 
 
 
 

春
山
崇
七 

 

大
番
頭 

鈴
木
欽
一
郎 

 
 
 
 
 

佐
藤
留
男 

 
小
十
人
目
付 

大
嶺
総
七
郎 

 
 
 
 
 

河
合
子
之
吉 

 

徒
士
目
付 

 

上 

彦
四
郎 

 
 
 
 
 

小
山
金
平 

 

（
ほ
か
従
者
四
人
） 

「
朝
比
奈
知
泉
文
集
」 

（
大
正
15
年
11
月
9
日 

い
は
ら
き
） 

（
註
） 

千
葉
県
八
日
市
場
市
「
現
在
・
匝
瑳
市
」

松
山
に
建
立
さ
れ
て
い
る
「
脱
走
塚
」
に

は 

「
戦
士
二
十
五
人
の
墓
」
と
刻
ん
だ 

墓
碑
と
弔
魂
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

弔
魂
碑
は
右
と
同
じ
朝
比
奈
知
泉
先
生
の 

撰
文
で
あ
る
が
、
文
面
は
右
の
も
の
よ
り

簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
戦
死
者
名
は
建
碑

寄
付
者
氏
名
と
共
に
碑
陰
に
彫
ら
れ
て
い 

る
。
建
碑
の
日
付
け
は
、
大
正
15
年
11
月

10
日
で
あ
る
。 

な
お
、
戦
死
者
二
十
五
人
の
墓
と
な
っ
て

い
る
が
、
碑
陰
に
は 

 

大
番
組 

斉
藤
新
一
郎 

 

郷
士 

 

益
子
民
部
左
衛
門 

 

郷
士 

 

益
子
寛
介
、
28
人
の
氏
名
が

彫
ら
れ
て
い
る
。 

３
人
の
氏
名
は
後
か
ら
追
彫
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
か
。 

 

尚
、
途
中
戦
死
者
と
し
て 

 

馬
廻
組 

大
森
金
六
郎 

墓
碑
が 

銚
子
市 

良
福
寺
に
あ
り
ま
す
。 

（
註
）
役
職
名
は
紙
面
上
加
筆
し
た
も
の

で
す
。 
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平
成
19
年
9
月
22
日
・
祗
園
寺
の 

法
要
式
典
に
お
い
て
朗
読
し
ま
し
た 

追
悼
文 

 
 

本
日
、
こ
こ
に
、
水
戸
藩
国
難
事
件
殉

難
者
慰
霊
法
要
を
挙
行
す
る
に
当
た
り
、

第
二
代
水
戸
藩
主
・
徳
川
光
圀
公
開
基
の

祇
園
寺
境
内
に
建
立
さ
れ
た
「
恩
光
無
辺

碑
」
の
前
に
、
ご
来
賓
の
皆
様
ご
列
席
の

も
と
、
子
孫
関
係
者
一
同
、
碑
前
に
会
し

て
、
殉
難
者
の
御
霊
に
謹
ん
で
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

ま
ず
「
恩
光
無
辺
碑
」
の
碑
文
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

「
明
治
戊
辰 

徳
川
宗
家
の
衰
廃
を
悲

し
み 

慷
慨 

難
に
赴
く
者 

水
戸
藩
士

数
百
人
を
下
ら
ず 

皇
恩
洪
大 

宗
家
の

也
」
後
に
録
す 

遺
霊
ま
た
以
て
瞑
す
べ

し 

茲
に
其
の
姓
名
を
挙
げ 

碑
背
に
録

す
也
」 

篆
額
は
、
室
田
義
文
翁
の
書
で
あ
り
、 

碑
文
は
朝
比
奈
知
泉
の
撰
で
あ
り
ま
す
。 

 

幕
末
維
新
の
激
動
期
に
、
国
の
行
く
末

を
憂
い
、
国
事
に
奔
走
し
な
が
ら
、
一
途

に
尊
皇
敬
幕
に
走
り
、不
慮
の
死
を
遂
げ
、 

屍
を
各
地
の
山
野
に
さ
ら
し
、
多
く
の
有

為
の
人
材
が
散
華
さ
れ
た
事
は
、
誠
に
残

念
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。党
派
を
別
に
し
、

其
の
主
義
は
異
な
る
も
、
君
に
対
す
る
忠

誠
心
に
於
い
て
は
少
し
も
異
な
る
所
は
無

い
と
、
室
田
義
文
翁
の
お
言
葉
の
通
り
、

私
達
も
信
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
    

元
冶
元
年
、
筑
波
山
事
件
以
来
、
百
四

十
三
年
、「
恩
光
無
辺
碑
」
建
立
依
頼
七
十

余
年
、
本
日
、
こ
こ
に
、
往
事
を
偲
び
、

改
め
て
、
各
地
に
散
華
し
た
人
々
に
思
い

を
致
し
、
こ
の
先
祖
代
々
の
地
・
水
戸
に

於
い
て
、
子
孫
一
同
、
碑
前
に
会
し
て
、

鎮
魂
慰
霊
の
誠
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。 

 

な
お
、
幕
末
騒
乱
に
際
し
、
不
幸
に
し

て
散
華
し
た
人
々
の
偉
業
に
光
を
あ
て
、

顕
彰
し
、
こ
の
歴
史
の
真
実
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
末
長
く
後
世
に
伝
え
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。」 

 

次
の
辞
世
の
歌
は
、
こ
の
不
幸
な
出
来

事
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
特
に
、
申
し
上
げ
た
い
と

存
じ
ま
す 

 

君
ゆ
へ
に 

す
つ
る
命
は 

お
し
ま
ね
ど 

忠
が
不
忠
に
な
る
ぞ 

か
な
し
き 

 

事
、
志
と
異
な
る
と
雖
も
、
御
霊
の
安

ら
か
な
ら
ん
事
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

平
成
十
九
年
九
月
二
十
二
日 

 
 
 
 
 
 
 

参
列
者
を
代
表
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
森
信
英 

 

 

平
成
19
年
9
月
22
日 

祇
園
寺 

法
要
式
典 

 

 

平
成
19
年 

夏 

撮
影 

恩
光
無
辺
碑 

 

 

 

平
成
19
年 

夏 

撮
影 

祇
園
寺 

本
堂 
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編
集
後
記 

素
人
の
作
成
で
す
が
皆
様
に
少
し
で
も
、

ご
理
解
頂
け
ま
す
よ
う
「
会
報
・
知
恩
」

作
成
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。 

 

水
戸
殉
難
者
恩
光
碑
保
存
会 

会
報 

知
恩
第
２
号 

平
成
19
年
10
月
31
日 
発
行 

発
行
人 

 
 

大
森
信
英 

編
集
責
任
者 

前
沢
瑞
穂 

編
集
委
員 

 

清
水
光
夫 

々 
 
 
 
 

野
沢 

汎 

々 
 
 
 

朝
比
奈
光
一 

々 
 
 
 
 

川
上
有
文 

々 
 
 
 
 

綿
引
周
一 

 
 
 

編
集
印
刷 

 

事
務
局 

    

恩
光
無
辺
碑
建
立
の
大
恩
人 

室
田
義
文
翁
に
つ
い
て 

 

水
戸
市
教
育
委
員
会
編
集
の
「
茨
城
の 

先
達
」
よ
り
の
引
用
文
で
あ
り
ま
す
。 
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